
令和２(2020)年度 科学研究費助成事業 学術変革領域研究（Ａ）審査結果の所見 

 

研 究 領 域 名 生涯学の創出－超高齢社会における発達・加齢観の刷新 

領 域 代 表 者 月浦 崇（京都大学・人間・環境学研究科・教授） 

研 究 期 間 令和２（2020）～令和６（2024）年度 

科学研究費補助金

審査部会に 

おける所見 

 
本研究領域は、2007 年に高齢化率が 21％を超えて超高齢社会を迎えた我が国において、「高

齢脳の可塑性」を切り口とし、心理学（認知、生理、臨床等）、社会学、教育学、文化人類学の

研究者がチームを組み、強力な研究体制を構築しており、融合領域の創成と当該学問分野の先

端的発展及び飛躍的な展開が十分期待できる。いわゆる生物心理社会モデル（biopsychosocial 
model）の考え方にのっとり、脳イメージング法を基礎としつつ、知覚・記憶の認知過程、レ

ジリエンス及びウェルビーイングなどの心理過程、高齢者の社会参加の条件分析など幅広い観

点と方法論から取り組むものとなっている。さらに、政策学的な観点からの提言を行う体制も

整えられ、成果の社会的還元も期待できる。 
本研究領域では、領域代表者ほかの研究者は、これまでインパクトファクターの高い一流国

際誌に多くの論文を発表しており、本研究においても国際的水準に照らして高い研究成果が期

待できる。一方で、「生涯学」「発達・加齢観の刷新」の説明のインパクトがやや弱い。既にあ

る老年学や生涯発達心理学をより総合的に考えるのが生涯学の方向性であるが、生涯学の新た

な創出や発達・加齢観の刷新を生み出すモーメントなりエネルギーなりが何であるか、心理学、

社会学、文化人類学あるいは教育学との協同作業の軸となるものが何かについて、現段階で十

分明確な見通しが示されているとは必ずしも言えず、研究を遂行する中でこの諸点を深めてい

くことが望まれる。 
 

 
 

研 究 領 域 名 土器を掘る：22 世紀型考古資料学の構築と社会実装をめざした技術開発型研究 

領 域 代 表 者 小畑 弘己（熊本大学・大学院人文社会科学研究部（文）・教授） 

研 究 期 間 令和２（2020）～令和６（2024）年度 

科学研究費補助金

審査部会に 

おける所見 

 
本研究領域は、土器という人類史において広汎に存在する資料を用い、考古学・生物学・分

析化学の融合によって、その内部に包摂された情報を抽出し、農耕文化の開始に関わる新たな

人類史像を描く研究方法を見いだそうとする独創的な研究と評価できる。日本国内の多くの機

関との連携が取られ、研究組織は充実し、多分野の有機的な協力によって目的を達成する研究

計画が立てられており、発掘調査が綿密に行われている日本の強みを活かした研究方法とし

て、今後の国内外での展開も期待できる。 
一方で、「農耕化は人類に何をもたらしたのか」というテーマに挑むためには、日本列島の土

器、特に縄文土器を軸とする研究だけでは不十分であり、対象の拡大、更なる方法論の提示が

望まれる。また、日本発の研究の優位性をうたう本研究は、研究成果の国際的発信や研究連携

も積極的に行うことが望ましい。 
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研 究 領 域 名 中国文明起源解明の新・考古学イニシアティブ 

領 域 代 表 者 中村 慎一（金沢大学・歴史言語文化学系・教授） 

研 究 期 間 令和２（2020）～令和６（2024）年度 

科学研究費補助金

審査部会に 

おける所見 

 
本研究領域は、人類史の中でも注目度の高い中国文明の形成過程について、考古学を軸に自

然科学等の手法を駆使し、これまでとは異なる次元の研究精度でその解明に挑もうとする意欲

的な提案であり、また、綿密な事前準備と充実した体制作りがなされてきたことが伺える優れ

た研究計画である。これまでの実績に基づく中国の研究機関との協力関係の構築は特に優れて

いる。 
研究目的に沿って適切な研究計画が立てられており、考古学を軸として各種分析を組み合わせ

た各計画研究は優れた国内の研究者を選定し、その組織も充実しており、目的を達成する手段

としても十分な準備がなされている。 
国際的に活躍する若手研究者育成を目的としたプログラムの設定も有益であり、国際的な情

報発信、研究成果発表を積極的に行うことを表明している姿勢も評価できる。 
なお、研究の実施に当たっては、学術変革領域研究としての革新性に留意し、中国文明の起

源の解明を軸としつつも既存研究の枠組みにとどまらず、研究プロジェクトを総括して新興複

合領域の創生、人類史における文明形成論に発展させる展望を示すことが求められるだろう。 
 

 
 

研 究 領 域 名 イスラーム的コネクティビティにみる信頼構築：世界の分断をのりこえる戦略知の創造 

領 域 代 表 者 黒木 英充（東京外国語大学・アジア・アフリカ言語文化研究所・教授） 

研 究 期 間 令和２（2020）～令和６（2024）年度 

科学研究費補助金

審査部会に 

おける所見 

 
本研究領域は、ネットワーク、つながり（コネクティビティ）、信頼構築（トラスト・ビルデ

ング）に焦点を当てて新しいイスラーム学を構築しようとする意欲的な学術変革を伴う共同研

究であり、今後ますます重要となるイスラーム理解について時機にかなった提案となってい

る。 
理論研究と応用的研究にそれぞれ３つの計画研究を配しており、システマティックな構成にな

っているが、より一層横のつながりの連携と共時的な手法の重視が期待される。その上で、計

画研究を可視化する試みとしてのデジタルヒューマニティーズが新たな計画研究（研究項目

C01）として立てられているが、対象や分野がやや限定的であるので、歴史研究のみならず、

現代イスラーム社会の分析まで含めて、積極的に推進することが望ましい。また、若手・中堅

研究者の重点的な参画への配慮も好感が持てるが、成果の公開も含めて、より一層の努力を期

待したい。 
 新型コロナ状況が予断を許さない現在の状況は、海外調査の手法やその代替案を含めての検

討が今後不可欠になるであろう。 
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研 究 領 域 名 動的エキシトンの学理構築と機能開拓 

領 域 代 表 者 今堀 博（京都大学・大学院工学研究科・教授） 

研 究 期 間 令和２（2020）～令和６（2024）年度 

科学研究費補助金

審査部会に 

おける所見 

 
本研究領域は、光エネルギーの効率的利用を目指して、ドナー分子(D)とアクセプター分子

(A)が連結した DA 連結系における局在化した光励起状態（エキシトン）から D＋A－電荷励起

状態への変換に焦点を当てた提案である。従来の学理であるマーカス理論に基づいたプリミテ

ィブな考え方を、定量的で精度の高いものへと進化させようとするもので、目指すところは学

術変革領域研究としてふさわしい。それぞれの専門分野において特徴的で高レベルな成果を上

げてきた研究者で構成されており、年齢的な多様性も確保されている。領域のマネジメント計

画も優れている。 
全体的にバランスが取れた構成にはなっているものの、理論化学・生物化学・有機光化学分

野がやや手薄であるとも思えるので、公募研究でカバーするなどの工夫が望まれる。 
また、動的エキシトンという概念がやや不明確であり、マーカス理論を下敷きとしつつそれ

では扱えないスピン軌道相互作用、分子のコンフォメーション変化などの効果を検討すること

で、より精密で定量的な議論を可能にする学理を構築するとした方が理解しやすいこと、あま

り“動的”という言葉で研究を縛らないこと、にも留意することが望まれる。 
 

 
 

研 究 領 域 名 次世代アストロケミストリー：素過程理解に基づく学理の再構築 

領 域 代 表 者 坂井 南美（理化学研究所・開拓研究本部・主任研究員） 

研 究 期 間 令和２（2020）～令和６（2024）年度 

科学研究費補助金

審査部会に 

おける所見 

 
本研究領域は、天文学、星間化学及び惑星物質科学を融合したアストロケミストリーに、超

大型電波望遠鏡 ALMA による惑星形成領域の観測や、はやぶさ２が持ち帰る炭素型小惑星の

試料を用いて、新たな学術変革をもたらすことを計画している。観測や試料分析で好条件にあ

る研究グループが、既存の研究分野を超えての異分野融合研究を推進する計画であり、期待が

持てる。 
観測や理論で明らかにされた星や惑星形成過程の動的進化を含めて、非平衡でかつ従来より

中間的温度・密度領域のアストロケミストリーを追究して、はやぶさ２の持ち帰る試料と照ら

し合わせることにより、星・惑星形成の多様性の中での太陽系の立ち位置を明らかにする意欲

的なプロジェクトである。 
計画研究が５つとコンパクトであるが、計画研究間の連携を有機的に組織することが肝要で

ある。そのためには、公募研究を活用することが重要である。 
惑星科学と天文学の本当の意味での学際的研究が花開くことを期待する。このためには、両

者の連携を促進するコーディネータ的研究者の存在も必要かどうか検討が望まれる。 
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研 究 領 域 名 ダークマターの正体は何か？- 広大なディスカバリースペースの網羅的研究 

領 域 代 表 者 村山 斉（東京大学・カブリ数物連携宇宙研究機構・教授） 

研 究 期 間 令和２（2020）～令和６（2024）年度 

科学研究費補助金

審査部会に 

おける所見 

 
ダークマターは、宇宙論や宇宙物理学的要請からは、その存在の可能性は極めて高いが、こ

れまでその実態が明らかにされていなかった。従来の探査は、WIMP を想定して重点的に行わ

れてきたが、成功していない。本研究領域は、我が国が既に保有している、または、建設中の

世界的レベルの研究施設を軸に、質量にして 90 桁の範囲に及ぶ総合的探査計画を進める意欲

的な提案である。 
領域代表者や、各計画研究組織の研究遂行能力の高さから判断して、ダークマターの探査が、

従来より飛躍的に進展することが期待される。 
21 世紀の物理学の主要課題の一つであるダークマターの実体解明を目指した研究として、

学術変革領域にふさわしいものである。 
 

 
 

研 究 領 域 名 高密度共役の科学：電子共役概念の変革と電子物性をつなぐ 

領 域 代 表 者 関 修平（京都大学・大学院工学研究科・教授） 

研 究 期 間 令和２（2020）～令和６（2024）年度 

科学研究費補助金

審査部会に 

おける所見 

 
本研究領域は従来の分子物質系科学を再考して電子共役概念の変革を行うものであり、新た

な学問分野の創出に向けての重要な発展が期待できる。高いレベルの研究者によって最先端の

バランス良い体制もできており、学術変革に相応しい提案である。無機物に勝る有機物を作る

というゴール感も優れている。さらに、諸分野への波及力もあり、優れた領域研究を形成でき

ると評価する。計測をエンジンとした分子展開研究はこれまでは単独研究では成功しにくい問

題点があったが、領域形成の工夫が見られる提案である。 
一方、高密度共役をどうやって達成するかについては不明瞭な部分があり、隙間を埋める具

体的なストラテジーがいくつか必要である。 
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研 究 領 域 名 マテリアルシンバイオシスのための生命物理化学 

領 域 代 表 者 山吉 麻子（長崎大学・医歯薬学総合研究科（薬学系）・教授） 

研 究 期 間 令和２（2020）～令和６（2024）年度 

科学研究費補助金

審査部会に 

おける所見 

 
人工臓器や製剤材料などの非自己物質は、生体内で免疫系により異物と認識される。一方で、

母体と胎児の間には免疫寛容という仕組みがある。本研究領域は、この免疫系を制御する仕組

みを理解し利用することで、人工マテリアルと生体との「共生」を目指す提案である。母体と

胎児の間の免疫寛容や腸内細菌叢の共生に学ぶというバイオマテリアル研究は斬新であり、マ

テリアル免疫学と呼ぶべき革新的な学術研究領域の創成が期待される。 
物質と生体の共生状態を研究するために、新たな方法論を解析し（研究項目 A01)、幅広い分

子論的視点による弱い相互作用に基づく現象の解明を進め（研究項目 A02)、弱い相互作用を

起こすことで達成される応用開発を目指す（研究項目 A03)、という３つの研究項目を設定し

た構成は適切である。弱い相互作用の時空間イメージング、解離定数μM レベルでの定量的な

解析、免疫寛容を実現する人工高分子の開発、免疫制御ナノ粒子（トレロソーム）の創製など、

いずれも魅力的な目標設定であり、基礎と応用の両面からその成果に期待が持たれる。 
領域代表者が胎児との共生経験を基に本研究課題を着想したというエピソードも高い評価

につながった。 
 

 
 

研 究 領 域 名 超秩序構造が創造する物性科学 

領 域 代 表 者 林 好一（名古屋工業大学・大学院工学系研究科・教授） 

研 究 期 間 令和２（2020）～令和６（2024）年度 

科学研究費補助金

審査部会に 

おける所見 

 
本研究領域は、ドーパントや空孔が起点となって現れる結晶中の局所三次元構造やアモルフ

ァス中のネットワーク的秩序構造を「超秩序構造」と呼び、これらを統一的に理解する学理構

築を行い、高機能な材料創製への道筋を切り拓くことを目的としており、材料科学研究として

新規性ある視点を有している。それぞれの構造を計測するための先端的量子ビーム計測技術を

擁しており、対象とする物質としては、金属含有タンパク質への言及もあり、かなり広範に及

ぶことにも特徴がある。前身である新学術領域研究「３Ｄ活性サイト科学」で、蛍光Ｘ線ホロ

グラフィや光電子ホログラフィなどの先端計測技術で結晶中の超秩序構造を見出したことが

端緒となり、本研究領域提案において発展・飛躍的に展開している。アモルファスにおける超

秩序構造をトポロジーで描像するアプローチを新たに加え、全体としての共通学理創成を、大

規模第一原理計算やデータ駆動科学の手法に基づいて実現する領域構成を構築している。 
ただし、その実効性については必ずしも明確でなく、また、各計画研究の具体的内容が領域

代表者の上記方針に十分に沿ったものであるのかどうかについてやや不安があり、コンセプト

の深化と適切な研究領域運営が求められる。 
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研 究 領 域 名 散乱・揺らぎ場の包括的理解と透視の科学 

領 域 代 表 者 的場 修（神戸大学・先端融合研究環・教授） 

研 究 期 間 令和２（2020）～令和６（2024）年度 

科学研究費補助金

審査部会に 

おける所見 

 

本研究領域は、散乱・揺らぎ現象を計測し、可視化する手法と数理科学的手法を有機的に融

合することで、散乱・揺らぎ現象を包括的に理解するとともに、透視するところまで発展させ

ることによって、散乱透視学を創成し、光学及び自然科学の学術への変革が期待される。 

特に、この学理を基軸として、天文学、情報通信、生体科学というマルチスケールな領域へ

の展開を進めることで、現状の限界の打破と幅広い分野の応用において、ブレークスルーの実

現が期待される。 

一方、学理の体系化において、新たな数理モデルの構築は、本研究領域の中核を担っており、

更なる強化が必要である。 

 

 
 

研 究 領 域 名 グリアデコーディング：脳-身体連関を規定するグリア情報の読み出しと理解 

領 域 代 表 者 岡部 繁男（東京大学・大学院医学系研究科・教授） 

研 究 期 間 令和２（2020）～令和６（2024）年度 

科学研究費補助金

審査部会に 

おける所見 

 
グリアの情報表現の読み取りにより、脳―身体の連関を理解する斬新な発想に基づいた極め

て興味深くかつ独創的、挑戦的な研究領域である。当該研究領域の設定目的及び達成目標に沿

って、その位置付けや役割が明確になっている。研究項目 A01:グリア・神経ネットワークの統

合による脳機能発現、研究項目 A02:グリアによる脳身体連関、研究項目 A03:グリアによる脳

身体連関の操作解析を行う３つの研究項目による構成も妥当であり、有機的な連携が期待でき

る。脳-身体のインターフェースとしてのグリア系に着目しつつも、血管、エクソソームなどの

様々な非神経機構に着目している点は新規性があり、学術変革が期待できる。また、研究領域

の成果から出てくるビッグデータの取り扱いも、脳へのマッピング化を実行し、まとめること

により、大いに活用が期待される。多様な研究技術の共有化に関しても体制を整えており、領

域内の技術支援が進むものと考えられる。 
一方で、膨大なデータのデータベース化や理論面の参加については、更なる検討が望まれる。 
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研 究 領 域 名 不均一環境変動に対する植物のレジリエンスを支える多層的情報統御の分子機構 

領 域 代 表 者 松下 智直（京都大学・大学院理学研究科・教授） 

研 究 期 間 令和２（2020）～令和６（2024）年度 

科学研究費補助金

審査部会に 

おける所見 

 
本研究領域は、新学術領域研究「環境記憶統合」の成果を継承しながらも、植物環境応答研

究の従前の方法論を根本から見直し、不均一環境への植物の適応機構の解明を目指すもので、

学術変革の名にふさわしい革新的で意欲的な研究提案である。 
本研究領域のコンセプトは、領域代表者が近年明らかにした、ゲノムワイドな転写開始点変

化を介した不均一光環境への植物の適応メカニズムに着想したものである。我が国は植物環境

応答研究の分野では高い国際的優位性を持ち、卓越した研究成果を挙げてきたが、これまでの

方法論では、専ら、均一な環境条件下での植物の応答を解析してきたため、不均一環境への植

物の適応の仕組みは未解明のままである。本研究領域では、上記の不均一な光環境に加え、不

均一な土壌の栄養環境や冠水環境、寄生や共生時の生物環境など、不均一な環境変動一般に対

する植物の反応を、ゲノムワイドな転写開始点変化を介したプロテオーム多様化の視点から見

直し、植物固有の新しい環境応答の概念を構築することを目指している。 
いずれの計画研究も研究代表者が独自に開拓してきたオリジナリティーの高い研究テーマ

であり、国際的に高い優位性を持っていることが本研究領域の特徴である。これら多様な環境

因子の空間的不均一性と時間的不規則性に対する植物の適応反応を、プロテオーム多様化とい

う共通の機構を通して解明できれば、複雑な自然環境の中での植物の適応戦略解明への新しい

アプローチが拓けると期待される。 
 

 
 

研 究 領 域 名 脳の若返りによる生涯可塑性誘導―iPlasticity―臨界期機構の解明と操作 

領 域 代 表 者 狩野 方伸（東京大学・大学院医学系研究科・教授） 

研 究 期 間 令和２（2020）～令和６（2024）年度 

科学研究費補助金

審査部会に 

おける所見 

 
脳の発達段階には、シナプス刈込みや神経回路再編成を伴う可塑性が高まる臨界期が存在す

る。近年になり、脳損傷後にも可塑性が一時的に高まる現象が知られるようになり、生後に起

こる臨界期が成人で再開できる可能性が示唆されている。本研究領域では、臨界期を理解し操

作することで、可塑性の維持や脳損傷から回復する機構などを明らかにするという意欲的な提

案に挑戦する。子供の言語発達、自閉症の理解などへの応用も目指している。領域組織は、こ

れまで臨界期研究を世界的にリードしてきた研究者らによって構成されており、多面的な研究

を展開することで、「脳の若返り」に関する画期的成果が期待される。脳と心の発達に関する社

会的インパクトも大きい。 
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研 究 領 域 名 マルチファセット・プロテインズ：拡大し変容するタンパク質の世界

領 域 代 表 者 田口 英樹（東京工業大学・科学技術創成研究院・教授）

研 究 期 間 令和２（2020）～令和６（2024）年度 

科学研究費補助金

審査部会に 

おける所見 

本研究領域は、これまでのタンパク質像からは想定できなかった多面的なタンパク質機能を

見いだし、拡大し変貌するタンパク質世界の理解を深めることで、タンパク質科学における新

しい常識を確立して、新たな学問領域を開拓しようとする提案である。

若手を含めた、様々な手法を持った研究遂行能力が高い研究者が参画しており、それぞれに

斬新な問題意識を持った研究課題がバランスよく集約されている。

従来のタンパク質の常識が覆されるような知見を基に、その実体や分子機構、生理的な意義を

明らかにしようとする点で、従来の学問分野に新たな変革をもたらすという要素は十分に含ま

れている。

一方で、計画研究には広範な対象が含まれているので、計画研究間での円滑な連携促進への

工夫が望まれる。また、生化学的・細胞生物学的解析に比べて、研究領域内での構造生物学的

解析の役割は限定的であり、例えば、RNA シャペロン仮説の構造生物学的解明などの重要性

から、公募研究などを含めた検討が期待される。

研 究 領 域 名 DNA の物性から理解するゲノムモダリティ 

領 域 代 表 者 西山 朋子（名古屋大学・大学院理学研究科・准教授）

研 究 期 間 令和２（2020）～令和６（2024）年度 

科学研究費補助金

審査部会に 

おける所見 

従来のゲノム生物学研究は、塩基配列の解析によるゲノム情報や生化学的な解析によるエピ

ゲノム情報のデータによるものであった。それに対し、本研究領域では、DNA の二重らせん

の物性、その構造のひずみ・ゆらぎ、あるいはクロマチンや染色体の構造という DNA の物性

的な側面からの研究をメインに、ナノスケールからメゾスケール、さらにはマイクロスケール

まで「マルチスケール」なレイヤーで領域を推進し、そうして得られたデータを GM Suite と

いう統合データベースとしてまとめ上げ、公表しようとする意欲的な提案である。具体的には、

DNA ナノ物性から、ヌクレオソーム動態、コンデンシン・コヒーシンによる染色体構造構築

から、配偶子や疾患に関与するゲノム構造、さらには、それらを統合するマルチスケール理論

など多岐に渡るもので、大きな展開が期待できる。

挑戦的な構想であり、GM Suite のプラットフォーム作成も含め、5 年間という限られた年

月でどこまで進めることができるか難しい面もあるが、若い領域代表のリーダーシップによ

り、学術変革領域研究にふさわしい成果を上げていただきたい。
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研 究 領 域 名 素材によって変わる、『体』の建築工法 

領 域 代 表 者 井上 康博（京都大学・工学研究科・教授） 

研 究 期 間 令和２（2020）～令和６（2024）年度 

科学研究費補助金

審査部会に 

おける所見 

 
本研究領域は、動物の後期発生過程を「建築」に擬え、細胞という「作業員」が非細胞素材

を「棒」や「面」に加工し、素材に合った「工法」で変形させて「体」を組み立てる過程と捉

え、この工学的視点で発生過程の実験と数理モデルの理論を融合させることにより、動物のマ

クロな形づくりと細胞挙動との関係を解明しようとする挑戦的で、意欲的な提案である。 
本研究領域は、二つの新学術領域研究、「秩序形成ロジック」と「生物の３D 形態を構築する

ロジック」を継承したものではあるが、遺伝子機能を中心に据えたこれまでの形態形成研究手

法を、構造の力学モデルや形の最適化のシミュレーションなどの工学的手法に力点を置くアプ

ローチに切り替えた点は評価でき、発生学に変革を引き起こす研究展開が期待できる。また、

領域代表者は先の新学術領域研究で高い研究遂行能力を発揮しており、工学と発生学の融合研

究推進に指導力を発揮できると期待される。 
一方で、本領域がうたっている発生工学の新しいパラダイムの構築を目指すには、単なるバ

イオミメチックスに陥ることなく、生物一般に対して普遍的に適応可能な形作りの原理の解明

が何よりも必要となる。その点で、本研究領域の計画研究対象とする動物種が無脊椎動物に偏

っている点には検討の余地がある。公募研究などにより、脊椎動物などの生物種の幅を広げる

ことが望まれる。 
 

 
 

研 究 領 域 名 実世界の奥深い質感情報の分析と生成 

領 域 代 表 者 西田 眞也（京都大学・大学院情報学研究科・教授） 

研 究 期 間 令和２（2020）～令和６（2024）年度 

科学研究費補助金

審査部会に 

おける所見 

 
本研究領域は、精力的に進められた２つの新学術領域研究プロジェクトによって、質感学と

いう研究領域として確立されつつあり、国際的な優位性がある一方、継続的なプロジェクトと

して未解決問題を取り上げるだけではなく、これまでの方向を大きく変革させる研究展開が求

められている。そのような方向性を示すキーワードである深奥質感は、表層的質感の奥深く潜

んでいる、言語的な表現ができないような本質的質感を、多様な研究分野で取り上げるために

は重要な概念であり、認知科学、芸術やデザインなどと結びつけた、学術の変革を導くような

展開が期待される。一方で、その定義において計画研究ごとにブレが存在するので、より明確

にした上で、研究を推進していくことが必要である。特に、アートから臨床まで網羅する研究

項目 C01 で取り扱う質感の生成・編集は、それ以外の項目での定義と比べてかなり異質だと感

じられるため、統一した目標に向かうように、有機的な連携が求められる。３研究項目それぞ

れの中の計画研究間の連携も、公募研究をうまく利用することなどによって、強化することが

望まれる。 
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研 究 領 域 名 社会変革の源泉となる革新的アルゴリズム基盤の創出と体系化 

領 域 代 表 者 湊 真一（京都大学・大学院情報学研究科・教授） 

研 究 期 間 令和２（2020）～令和６（2024）年度 

科学研究費補助金

審査部会に 

おける所見 

 
社会のデジタル化においては、その核となる「計算」（コンピューテーション）の設計と活用

が重要である。本研究領域は、計算の設計技法であるアルゴリズムの研究を基に、社会活用の

観点も包含し、高度な数理科学も用いて計算を構築する新たな学術体系－アルゴリズム基盤－

の創出を目指した提案であり、新たな産業を生み出し社会を変えるような計算活用の基礎とな

ることが期待される。領域代表者が率いた ERATO で試み、成功した新たな研究手法である、

実装技術層を中心とした共同研究による基礎理論と社会実装をつなぐ研究を組織的に行い、革

新的な定式化プラットフォームやアルゴリズム実装手法を進めることで、新たな日本流アルゴ

リズム設計手法を体系化することが望まれる。 
また、計画研究代表者の一人が率いた ERATO で成功した若手育成の試みを、本研究領域に

おいても博士研究員育成や公募研究において展開し、日本の情報科学技術とその活用において

学術・産業界を牽引する研究者・技術者の育成に期待したい。 
なお、分野の性格上、目標や成果の示し方が抽象的になる場合もあることは理解できるが、

基礎理論が社会実装へ結びついた成果やその手法を具体的に示す工夫が望まれる。 
 

 
 

研 究 領 域 名 分子サイバネティクス ―化学の力によるミニマル人工脳の構築 

領 域 代 表 者 村田 智（東北大学・工学研究科・教授） 

研 究 期 間 令和２（2020）～令和６（2024）年度 

科学研究費補助金

審査部会に 

おける所見 

 
本研究領域は、「化学の力によるミニマル人工脳の構築」という副題を掲げており、従来の研

究では達成できていない「化学の原理で作動する微小な知的エージェントを構築する」ことを

目標としている。研究計画は、新学術領域研究「分子ロボティクス」（領域代表：萩谷昌己、

2012～2016 年度）の研究実績を踏まえて、精緻に練られている。具体的には、センサー（S）、
プロセッサ（P）、アクチュエータ（A）の要素を持つ基本ユニットをミセル内に構築し、各ユ

ニットの配列を制御する研究（研究項目 A01：統合班）、各ユニット間の情報伝達を開発する

研究（研究項目 B01：伝達班）、分子回路を設計する研究（研究項目 C01：学習班）、外部刺激

に対して大変型するユニットを構築する研究（研究項目 D01：展開班）である。そして、研究

実施体制は、上記の４つのグループに加えて、領域内で密に共同研究を推進すべく４つの拠点

が総括班の管理の下、設定されている。以上のように、化学の力で人工的に SPA ユニットを

組み立て、学習機能を持つ分子システムを創成する試みは世界的に見ても例はなく、学術変革

領域にふさわしい研究提案である。また、研究遂行能力、緻密に計画された研究内容、それを

実施する研究体制、いずれの点から見ても本研究領域の推進は大いに期待される。 
本研究領域の計画研究の構成員は、先の新学術領域研究「分子ロボティクス」アメーバ班の

構成員を中心とした構成となっており、分子システムに関する豊富な開発実績と経験を有して

いることは理解できる。しかし、学術領域の発展性という観点からは、若手研究者を含めた新

たな人材を積極的に登用することが望まれる。 
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